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ようこそ、生涯学習・社会教育の世界に
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今現在、どのようなお気持ちです
か？

□希望に満ち溢れている

□不安である

□その他 相手意識



ようこそ、生涯学習・社会教育の世界に
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そもそも社会教育・生涯学習とは
生涯学習＝「学ぶ側」に着目した概念

自
己
学
習

（
読
書
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
）

「教育」による学習＝「学ぶ者」と「教える者」の行為

学校教育による学習
（幼小中高大専修学校等）
※社会人の大学院入学

家庭教育による学習
（躾、情操教育、読書 等）

社会教育による学習
＝学校教育、家庭教育以外の広く社会における教育

※行政または公民館等が行う講座、青少年団体等が行う青少年教育事業
大学・短大等の学校が行う公開講座、

民間の行う通信教育・カルチャースクール 等

【社会教育法】第２条

社会教育は「学校教育法に基づき、学校の教育課程
として行われる教育活動を除き、主として青少年及び成
人に対して行われる組織的な教育活動（体育及びレクリ
エーションの活動を含む）」と定義

その目的は、「国民一人一人の教育的要求を満足さ
せ、個人の幸福と、社会の発展を図ること」
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ねらいを明確に！



講話の主な内容

１ 最近の国の動向

２ 本県の状況・推進方策

３ 新任生涯学習・社会教育関係職員への期待
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人々の暮らしと社会の発展に貢献する持続可能な社会教育システムの構築

社会を取
り巻く環
境変化

• 少子高齢化と人口減少 ・グローバル化 ・地域コミュニティの衰退

• 技術革新と第４次産業革命 社会教育の提供主体の多様化 ・地方財政改革等

期待され
る役割

• 地域コミュニティの維持、活性化への貢献

• 社会的包摂への寄与

• 社会の変化に対応した学習機会の提供

主な視点

• 社会教育行政のネットワーク化と官民パートナーシップの推進

• 「学びのオーガナイザー」と社会教育主事の養成・活用

• 新しい「学びの場」と社会環境の変化に対応した社会教育施設の運営・整備

１ 最近の国の動向

地域課題解決学習

学びの成果を地域づくり
につなげることの重視

学びを通じ
た地域づく
りの視点

平成29年3月(2017.3) 学びを通じた地域づくりに関する調査研究協力者会議 論点整理

「人々のくらしと社会の発展に貢献する持続可能な社会教育システム構築に向けて」
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クローズ
アップ

社会教育
への期待



☆学びへの
きっかけ
づくり

☆多様な連
携・協働

☆多様な人
材の幅広
い活躍

１ 最近の国の動向

• 自主的・自発的な学びによる知的欲求の
充足、自己実現、成長人づくり

• 住民の相互学習を通じ、つながりの意識
や住民同士の絆の強化

つながり
づくり

• 地域に対する愛着や帰属意識、地域の将来像
を考え、取り組む意欲の喚起

• 住民の主体的参画による地域課題解決
地域づくり

平成30年12月(2018.12) 中央教育審議会 答申

「人口減少時代の新しい地域づくりに向けた社会教育の振興方策について」

開
か
れ
、
つ
な
が
る
社
会
教
育
へ
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• 地域の多様な人たちが相互に理解し合い共生できる環境づくり

• 社会教育における学習機会の拡充

• マルチステージの人生において、必要な資質・能力を更新できる学びの場

• 時間的・空間的な制約を超えた学びや新しい技術を活用した様々な学び

• ICT機器の格差（デジタル・ディバイト）の解消

• 多様な主体が連携・協働し共に学び合うこと

• 子供・若者が地域の課題解決に主体的に関わること

• 社会教育・学校教育という区別を超えて充実を図る

１ 最近の国の動向
令和２年９月(2020.9) 第10期中央教育審議会生涯学習分科会 議論の整理

「多様な主体の協働とICTの活用で、つながる生涯学習・社会教育」
～命を守り、誰一人として取り残さない社会の実現へ～
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Society5.0に向けたこれから
の生涯学習・社会教育

子供・若者の地域・社会への主
体的な参画と多世代交流の推進

人生100年時代と
生涯学習・社会教育

地域活性化の推進

社会的包摂の実現生
涯
学
習
・
社
会
教
育
を
め
ぐ
る
現
状
・
課
題



• 知識をインプットする「学び」と新たな考えを創造する「学び」も重要

• 人のつながり、学び合い、他者理解などによる共生する社会の実現

• 新しい技術「オンラインの学び」と「対面による学び」の有効活用

• 新型コロナウイルス感染症や自然災害などの課題解決の機会の充実

• 学びを通じた包摂的な社会の実現

• 学びの活動をコーディネートする人材の育成・活用

• 新しい技術を活用した「つながり」の拡大

• 学びと活動の循環・拡大

• 個人の成長と社会の発展につながるリカレント教育の推進

• 各地の優れた取組の支援と全国展開

令和２年９月(2020.9) 第10期中央教育審議会生涯学習分科会 議論の整理

「多様な主体の協働とICTの活用で、つながる生涯学習・社会教育」
～命を守り、誰一人として取り残さない社会の実現へ～
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推進のための方策

「命を守る」
生涯学習・社会教育

新しい時代の
学びの在り方

新
し
い
時
代
の
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の

広
が
り
と
充
実
に
向
け
て

• 社会的包摂と、その実現を支える地域コミュニティが一層重要に

• 社会人の学び直しをはじめとする生涯学習が一層重要に

• デジタルデバイド解消や、国民全体のデジタルリテラシー向上が喫緊の課題に

１ 最近の国の動向
令和４年８月(2022.8) 第11期中央教育審議会生涯学習分科会 議論の整理

～全ての人にウェルビーイングを実現する、共に学び支えあう
生涯学習・社会教育に向けて～
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「新しい資本主義」に向けた人への投資の充実、デジタル社会の進展への対応の必要性が増大

社会やライフスタイルの変化等により、人と人との「つながり」の希薄化、困難な立場にある
人々（貧困の状況にある子供、障害者、高齢者、孤独・孤立の状態にある者、外国人等）などに
関する課題が顕在化・深刻化

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
を
め
ぐ
る
現
状
・
課
題

「個人」の幸せ＋周囲の「場」のよい状態



令和４年８月(2022.8) 第11期中央教育審議会生涯学習分科会 議論の整理

～全ての人にウェルビーイングを実現する、共に学び支えあう
生涯学習・社会教育に向けて～

生涯学習について

• 職業や生活に必要な知識を身につけ自己実現を図るためのもの

• 他者と学び合い・教え合いにより豊かな学びにつながるもの

社会教育について

• 学びを通じて「人づくり・つながりづくり・地域づくり」の循環を生み、
持続的な地域コミュニティを支える基盤となるもの

• 生涯学習を通じた個人の成長と、持続可能な地域コミュニティを支える社
会教育は、ウェルビーイングの実現に密接不可分

• 誰一人として取り残すことなく、学習機会を提供する

• 国民全体のデジタルリテラシーの向上を目指す
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生涯学習・社会教育
の基本的な役割

ウェルビーイング
の実現

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
が
果
た
し
う
る
役
割

人生100年時代、Society5.0の到来、DXの急速な進展など、急速な変化を続ける社会におい
ては、生涯学習・社会教育の役割も、従来の枠にとどまらず、時代・社会の変化に見合ったもの
に変化していくことが求められている。

• 「学び」を通じた、人と人とのつながり・絆の深まりが、地域コミュニ
ティの基盤を安定させる

地域コミュニティ
の基盤としての役割

社会的包摂の実現
を図る役割

令和４年８月(2022.8) 第11期中央教育審議会生涯学習分科会 議論の整理

～全ての人にウェルビーイングを実現する、共に学び支えあう
生涯学習・社会教育に向けて～

• 公民館等の役割を明確化やデジタル基盤強化 ・地域コミュニティの基盤

• 国民全体のデジタルリテラシー向上 ・他機関との連携、運営改善

• 社会教育主事の配置 ・社会教育人材の継続的な学習機会の確保

• 社会教育士の公民館等への配置促進や社会教育士に係る制度の在り方検討

• コミュニティ・スクール導入の加速、推進員の常駐化や支援員の配置促進

• 部活動の地域移行の推進に向けた社会教育関係団体等との積極的な連携

• 学び直しを希望する個々人のニーズに応じたリカレント教育の充実

• プログラムの充実、受講しやすい形態等の工夫、情報発信、学習履歴の可視化

• 障害者の生涯学習を生涯学習・社会教育推進施策として明確に位置付ける

• 障害者の生涯学習推進を担う人材育成や確保、共生社会の理解促進
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地域と学校の連携・
協働の推進

多様な障害に対応した
生涯学習の推進

社会教育人材の養成、
活躍機会の拡充

リカレント教育の推進

公民館等の社会教育
施設の機能強化

今
後
の
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
振
興
方
策
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ソサエティー5.0

２ 本県の状況・推進方策
いわて県民計画(2019～2028) → 岩手県教育振興計画（2024～2028までの５年間）
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【コンセプト】
・2040年以降の社会を見据えた持続
可能な社会の創り手の育成

・日本社会に根差したウエルビーイ
ングの向上

【社会教育・家庭教育における目指す姿】

主体的・協働的な学びを通じて、地域や家庭におけるつながりや支え
あいが育まれ、県民一人ひとりが、自分らしくいきいきと学び、暮ら
している

【具体的な推進方策】

□学校と家庭・地域との協働の推進
〇学校・家庭・地域が推進するための仕組みづくり 〇豊かな体験活動の充実

□子育て支援や家庭教育支援の充実
〇子育てや家庭教育に関する学習機会の提供 〇子育てや家庭教育を支える環境づくりの推進

□生涯にわたり学び続ける環境づくり
〇多様な学習機会の充実 〇岩手ならではの学習機会の提供 〇学びと活動の循環による地域の活性化
〇社会教育の中核を担う人材の育成 〇多様な学びのニーズに応じた拠点の充実

□次世代につなげる民俗芸能や文化財の継承
〇部活動や地域と連携した取組などを通じた民俗芸能の保存と継承
〇伝統文化、文化財などを活用した交流の推進
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２ 本県の状況・推進方策

学校と家庭・地域との協働の推進

学校・家庭・地域が
連携するしくみづくり

• 教育振興運動と連動したコミュニティ・スクールの推進による地域
学校協働活動の充実

豊かな体験活動
の充実

• 地域学校協働活動・教育振興運動や社会教育施設を活用した体験活
動の充実

地域学校協働活動教育振興運動
コミュニティ
・スクール

子ども：学習
意欲を高める

家庭：家庭教
育の充実

地域：地域の
教育環境整備

行政：教育条
件の整備

学校：学校教
育の充実

５者が、それ
ぞれの役割
を果たしな
がら、相互
に連携して
進める運動

「教育振興運動（教振＝きょうしん）」とは？
◇ 教育振興運動は、学校、家庭、住民等が総ぐるみで、地域の教
育課題の解決に自主的に取り組む岩手県独自の教育運動です。
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☆役割の一例

◇ 昭和40年に、県内各地
で地域をあげて学力向上の

ための取り組み（読書運動
など）を行ったのが始まり
で、以来、本県の教育水準
の向上、子どもの健全育成、
家庭や地域の教育力向上な
ど、岩手県の教育環境の整
備充実に大きな役割を果た
しています。

家庭学習の充実
体験活動の充実
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教
育
振
興
運
動
推
進
プ
ラ
ン

地域学校協働活動
学校内における活動
（学校支援活動）

学校外における活動

教育課程内 教育課程外 教育振興運動 その他

〇ゲストティーチャー
〇学習支援 等

〇読み聞かせ
〇図書館ボラ
〇環境整備 等

〇郷土芸能伝承
〇親子読書
〇情報メディア
〇登下校の見守り
〇多様な体験活動等

〇放課後子供教室
〇放課後児童クラブ
〇各種団体等による多
様な体験活動

〇地域行事 など

「地域学校協働活動」とは
「地域と学校が、協働して取り組む活動」
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地域学校協働活動

≪地域学校協働活動は地域の事情によって様々≫
PTA、学校支援地域本部、放課後子ども教室、子ども会、おやじの会、市民センター事業、など
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コミュニティ・スクール
（学校運営協議会）

コミュニティ・スクール
（学校運営協議会）

地域学校協働活動

国：「法制度」として
一体的推進

教育振興運動
※市町村の実情に即した仕組み
づくりが必要です。

※推進方策、組織づくり等につ
いて県教委がサポートします。

県：「運動」として
連携・共有



２ 本県の状況・推進方策

子育て支援や家庭教育支援の充実

子育てや家庭教育に
関する学習機会の提供

• 学習情報や資料の提供による保護者の活動の促進

家庭教育を支える
環境づくりの推進

• 相談窓口の設置

• メールマガジン等による情報提供
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２ 本県の状況・推進方策
生涯にわたり学び続ける場づくり

社会教育の中核を
担う人材の育成

• 研修会の開催等による人材育成やネットワーク化の推進

岩手ならではの
学習機会の提供

• 社会教育施設等における自然等の資源をテーマとした学習の提供

学びと活動の循環
による地域の活性化

• コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の導入の促進

• 地域づくりに関する研修等の場の提供

多様な学習機会の充実 • ICTの活用 ・オンライン配信の実施 ・情報の集積提供の充実

多様な学びのニーズ
に応えた拠点の充実

• 地域づくりに関する研修・交流の場の提供



２ 本県の状況・推進方策

・部活動や地域との連携した取組などを通じた民族芸能の保存と継承

次世代につなげる民族芸能や文化財の継承
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・伝統文化、文化財などを活用した交流の推進

地域学習の例～青少年事業～

テーマ 学習内容等

１ めだかの楽校 メダカや小川の生物観察

２ ほたる探偵団① ゲンジボタルの観察

３ ほたる探偵団② ヘイケボタルの観察

４ 星と語ろう① 牛乳パック望遠鏡作り

５ 星と語ろう② 夏の星空観察

６ 秋の七草さがし 山野の植物観察

７ 文化財ウォーク クイズ形式の史跡見学

８ 星と語ろう③ 秋の星空観察

９ しめ縄に挑戦 しめ縄づくり

10 縄文人に挑戦 石器、土器づくり

11 竹細工に挑戦 竹とんぼづくり

環境保護・
文化伝承
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地域学習の例～学校との連携～
テーマ 学習内容等

１
年
・川とあそぼう 【生活科】河川公園で笹舟作り

２
年
・川の生き物をさがそう
・カニさん大きくなって

【生活科】川の生き物探し
カニ養殖見学
稚ガニ放流

３
年
・水辺の探険（春と秋）
・りんご栽培体験

【理科】植物と昆虫観察
【社会】摘花や収穫体験

４
年
・水害の歴史
・治水工事現場の見学
・川の観察と水質調査

【社会】ふるさとの歴史

【理科】上中下流域の川の観察

５
年
・川の健康診断 【総合】本流や支流の水質調査

川の浄化体験

６
年
・河川愛護少年団 【総合】水害の歴史学習

河川パトロール体験
【理科】化石採集と観察

環境保護
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少子高齢化

大人の学び～高齢者学級～

26

テーマ 学習内容等

１ 高齢社会とは 開校式 講話
「高齢社会を幸齢社会に」

２ 健康ライフ 実技①：だれでもできる健康体操
実技②：だれでもできる健康料理

３ マネーライフ 講話①：かしこい消費生活
講話②：ゆとりある暮らしとお金

４ まなびライフ ワークショップ：「生き生きまなびライフ」
回想法：「暮らしの変化とまなびライフ」

５ 現地学習①
昔と今の暮らし

郷土資料館見学
小学生との交流学習

６ 現地学習②
古い道具調べ

古い道具調べ
小学生との交流学習

７ シルバーパワー
を地域力に

ワークショップ
「子どもの学びのためにできること」



27

生涯学習・社会教育の推進

新任職員

28

日常の
業務・処理

社会の変化

新しい技術 取組の継承

新たな課題

計画的に
業務・推進

ボリューム感

内容の複雑化

初めての
業務・理解

３ 新任生涯学習・社会教育関係職員への期待



生涯学習・社会教育に携わって…

29

どんな学習講座を

組もうか…

• 魅力ある学習プログラ
ム

• 興味や関心に即して

• 内容や方法などの工夫

• ストーリー性のある学
び

人は集まる

だろうか…

• 興味や関心を引く広報
活動

• 関係する機関や団体と
のつながり

• ときにはセールスマン

予算が少ないよう

だけど…

• 頭と体を使って

• 人とのつながりを活か
して

• 様々な助成制度などの
活用

不安や悩みもあることと思います。

コロナ禍
の取組

人口減少 高齢化
限られた
職員

限られた
時間

生涯学習・社会教育に携わって…

30

地域への

新しい気づき

• 地域の素晴らしさ

• 自然、文化、歴史、

産業、人など

• 地域が抱える課題

様々な人との

出会い

• 地域住民と直接接

する最前線

• 多様な考えや思い

を実感

• 人とのつながり

成果の実感

• 創造的な仕事

• 学びを通じた喜び

の分かち合い

• 地域住民の笑顔

でも、魅力もいっぱいです！



持ってておきたい５つの宝

当センター研修の受講を！
Ｈ29～30
岩大社教主事講習も

ヒト

モノ

コトカネ

情報

・地域住民 ・ボランティア
・サークル、グループ ・自治会
・企業 ・商店会 ・教職員
・社教関係の団体や職員
・首長部局関連の団体や職員 等

・自然 ・文化財
・史跡 ・名所
・名産品 ・特産物
・町のシンボル
・学校 ・公民館
・図書館 ・博物館

等

・地域活動 ・学校行事
・伝統文化活動
・子供会活動
・ボランティア活動
・首長部局関係活動
・社会教育の手法 等

・指導者 ・ボランティア
・団体やサークル、グループ
・施設 ・各種活動
・補助金 等

・市町村予算
・補助金 ・助成金
・委託事業
・共催による相互活用
・連携による経費節減

等

31

～生涯学習・社会教育に携わる皆さんへ～

「ともに」の気持ちを大切に

• 常に地域住民の目線で考え、ともに学び、ともに作り上げる姿勢を。

• 担当者自身から、楽しみながら。

• つながり、つなげる、多様なネットワークづくりを。

コミュニケーションを大切に

• ニーズや課題把握は日頃のコミュニケーションから。

• 信頼関係づくり、ネットワークづくりのもと。

• キーパーソンや講師等の人材発掘を。

情報は大きな力

• 思いの伝わる広報活動で情報の発信を。

• 人、物、お金などの多様な情報の入手を。

• どこに聞けば、誰に聞けば…情報源を。

より多くの人に名前と顔を覚えていただいて

• 足を運び、笑顔で接し、

32

～市町村担当職員には～

・地域課題の解決に向けた学習機会の提供

・学習活動を通した新しいコミュニティの再構築

・団体や関係機関とのネットワークづくり

・若者や高齢者の社会参加・社会貢献の取組

・人材育成、学校との連携、子育て支援 など

～社会教育施設職員には～

・地域における学習拠点、活動拠点としての取組

・専門性を発揮した学びの実践

・学校・地域・関係機関等との連携

・設置状況、地域の実情に応じた課題への取組
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生涯学習
社会教育
担当職員

人づくり・つながりづくり・地域づくり

県生涯学習・社会教育担当者
生涯学習推進センター職員
各教育事務所社会教育主事
各青少年の家指導員、など

支援

様
々
な
情
報
、
必
要
な
資
料
を
！ スマホでも

見やすく！


